
2025年度　事　業　報　告

1.電 話 相 談
①　電話相談事業　2025.1/１～12/31
　　相談時間　13：00～22：00 年中無休
　　総受信件数 7,039件（内、フリーダイヤル受信件数945件）
②　フリーダイヤル「自殺予防いのちの電話」
　　◎毎月10日8：00～24時間
　　◎毎日16～21時
　　※９月と３月は拡大フリーダイヤル（10～17日）
③　関連事業への協力　男の悩みほっとライン事業（山形県）
④　相談員構成（2026年３月現在） 
　　実動数：91名（男性 19名・女性72名）、研修生：８名
⑤　相談員のケア体制の充実
⑥�　一般社団法人日本いのちの電話連盟の決定に基づく諸施策の実
施と協力

２．相談員研修
①　第26期相談員/認定式（４/19） 
②　第４期ボランティアリーダー認定式（４/19） 
③　第27期生相談員認定に関する事業
④　第28期相談員養成講座募集
⑤　相談員の親睦と研鑽を図るための活動
⑥　相談員の継続研修（毎月１回、10グループ）
⑦　契約更新スーパービジョンの実施
⑧　相談員３年目研修（24期生）と全体研修会
⑨　その他関連研修会への参加

3.財務基盤の充実
①　個人・団体等後援会員拡大のための活動
②　年末特別賛助金のお願い
③　啓発ポスター・リーフレットの配布
④　常設募金箱の設置と回収（常時対応）
⑤　財政基盤の強化に関する企画・推進
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⑥　後援会との協力、他
⑦　バザーなどの開催（現在は事務所内の小規模開催で不定期）

4.広　　　報
①　広報誌71号、72号とパンフレットの編集と発行
②　ポスター・リーフレット及び相談員募集ﾁﾗｼ配布と協力
③　活動ＰＲ（広報）活動
④　マスコミへの広告の実施

5.会議・運営・その他
①　理事会・評議員会の開催
②　運営委員会・各委員会の開催
③　たよりの発行及び情報の共有
④　自殺予防シンポジウム（9/7）
⑤　東北四県生きる支援ﾌｫｰﾗﾑin盛岡（9/27～28）
⑥　日本電話相談学会（11/29.30）
⑦　男性相談研修会（1/17）
⑧　研修会等への講師派遣

6.事　務　局
①　事務局会議の開催
②　ホームページの管理
③　統計資料の作成
④　日本いのちの電話連盟主催の会議や関係機関の会議
　・連盟定例総会・連盟研修委員会・東北ブロック会議
　・研修担当者研修会
　・山形市自殺対策協議会
　・山形県自殺対策推進会議
　・山形県自殺対策懇談会
　・やまがたつながり支えあいネットワーク会議
　・鶴岡市自殺予防ネットワーク会議
⑤　学習会の開催
⑥　オンライン（会議・研修）の活用
⑦　マスコミ取材へ積極的に協力
⑧　山形センター・庄内分室の環境整備と事務局体制の充実
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定員 先着順 

受講無料！ 

講 師 

日 時 
令和８年３月２９日(日)1100～～1122 時時 

会 場 

山形市 遊学館 ３F 第１会議室 
住所／山形県山形市緑町１丁目 2-36 TEL／023-625-6411 

精神科医 森川すいめい氏 

駐車場 ／遊学館駐車場  

駐車場 ／山形県営駐車場 旅篭町 3丁目 5番 10 号 

～答えのない時間に寄り添うということ～ 

県営駐車場と遊学館駐車場をご利用の方は、入退館時に、それぞれ１階総合案内へ駐車券を提示して

ください。ご利用時間に応じて料金の補助が受けられます。 

問合せ 
社会福祉法人山形いのちの電話 事務局まで 

 TEL／023-645-4377 FAX／023-645-7795 

（事務局執務時間／平日 10～16 時）  

おお申申込込みみ::３３月月 1199 日日ままでで  

（開場９時30 分） 

「花咲きほこる庭」� K・Ｉ「花咲きほこる庭」� K・Ｉ

「「30年の活動に感謝 ～地域共生社会へ30年の活動に感謝 ～地域共生社会へ」」
山形いのちの電話評議員山形いのちの電話評議員
山形県社会福祉協議会事務局長山形県社会福祉協議会事務局長　　植　木　憲　司植　木　憲　司

今から３０年余り前、山形いのちの電話の担当の方が
県社協を訪ねてこられました。開局に向けて相談員を
養成するので、研修場所を借りられないか、というこ
とでした。ちょうど、本県で全国ボランティアフェス
ティバルを開催することが決定したタイミングだった
ため、ボランティア活動や市民活動をより活性化させ
ようと、ボランティアセンター事務室を半分に仕切っ
て、土日、昼夜問わず、自由に出入りできるスペース
を確保したところでした。そこでよろしければとお使
いいただくことになり、程なく研修が始まりました。
一方で私はというと、フェスティバルの準備で遅く
まで残業する日が続いていました。充実感はあるもの
の、いかんせん業務量が多く、今振りかえってみても、
この頃の仕事が体力的に一番キツかったなあと思い出
されます。そんな私を奮い立たせてくださったのが、
仕切りを隔てた向こう側で研修を受講されている皆さ
まの存在でした。日中の仕事で皆さんお疲れのはずな
のに、夜遅くまで熱心に学んでおられる皆さまの姿に
励まされ、自分も頑張らないと！と前向きな気持ちに
なれたものでした。
あれから長い年月が経過しました。山形いのちの電
話は、この間一貫して相談者に寄り添い続けられ、こ
れまでの相談件数は延べ２０万件を超えるとお伺いしま
した。勇気を出して電話をかけてこられた方の背景を
思い浮かべながら、悩みや苦しみ、心の奥底にあるも
のを引き出して、共感し、ひとりじゃないよと寄り添
う。相談員の役割の大変さは想像をはるかに超えるも
のだと思います。そして役員、事務局の皆さまには、
法人を運営され、相談員を支え、県民に活動への支援
を呼び掛けて理解を得るという、大変難儀な役割を担
い続けておられることに敬意を表します。重ねて、呼
びかけに賛同いただいております後援会、企業や団体、
個人の皆さまに深く敬意を表する次第です。

◇　　　　◇　　　　◇
福祉（地域福祉）の考え方は、社会情勢や時代とと

もに移り変わってきました。私が県社協に入職した
１９９１年当時、福祉活動に参加するのは時間や志がある
ごく一部の人に限られていたように思います。初めて
地域福祉という語

ことば
が法律に登場したのは２０００年のこと

でした。当時の法律上の地域住民の立ち位置は理解者
や協力者とされていましたが、法改正を経て現在は、
地域福祉の推進に努めなければならないとされ、さら
には、地域生活課題を把握し、解決するところまでを
も地域住民の義務として求めています。字面にしてし
まうと硬くなりますが、要は、困っている人がいたら、
あるいは地域の問題に気づいたら、知らないふり、見
なかったことにしてはダメですよ、ということだと思
います。
国策として地域福祉を進めようとする地域共生社会
は、その理念が提唱されて１０年目の節目を迎えました。
孤独・孤立対策推進法等の関連法の施行も相次ぎ、実
現に向けた取組みが加速しています。支える、支えら
れるの関係を超えて、みんなが役割をもって地域で活
躍できるのが地域共生社会のめざすところです。
いのちの電話に相談して、元気を取り戻した方が今
度は（意識せずとも）支える側に回る。そうした好循
環が地域のあちらこちらで生まれていけばいいなと心
から思います。

1
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2025.7.15山形いのちの電話

電話の向こうに君の笑顔が見える……
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厚生労働省自殺防止対策事業

な や み こ こ ろ

0120-783-556
いのちの電話自殺予防

●通常は16:00～21:00まで受け付けています。（年中無休）
●毎月10日は 24時間受付をしています。（8:00～翌 8:00）
●IP電話でのご利用は 03-6634-7830（有料）におかけ下さい。

通話無料
相談無料

期間中は電話相談を 24時間受け付けています。
92025 月年 10日8:00 9月17日8:00

日10月9
日は

です。

16月9
自殺予防週

間

－7－



勘定科目 予算A 決算B 差異A－B

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
　
入

研 修 事 業 収 入 750,000 742,000 8,000

補 助 金 収 入 1,832,000 1,832,000 0

経 常 経 費 寄 附 金 収 入 8,500,000 8,638,286 △ 138,286

そ の 他 の 収 入 3,000,000 3,584,566 △ 584,566

事 業 活 動 収 入 計 ⑴ 14,082,000 14,796,852 △ 714,852

支
　
　
出

人 件 費 支 出 7,302,000 7,229,329 72,671

事 業 費 支 出 4,350,000 4,978,911 △ 628,911

事 務 費 支 出 1,250,000 1,234,036 15,964

事 業 活 動 支 出 計 ⑵ 12,902,000 13,442,276 △ 540,276

事業活動資金収支差額⑶＝⑴－⑵ 1,180,000 1,354,576 △ 174,576

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

積 立 資 産 取 崩 収 入 1,000,000 1,000,000 0

財務調整積立金取崩収入 1,000,000 1,000,000 0

そ の 他 の 活 動 収 入 計 ⑷ 1,000,000 1,000,000 0

支
　
出

積 立 資 産 支 出 2,000,000 2,000,000 0

建 設 準 備 金 支 出 2,000,000 2,000,000 0

そ の 他 の 活 動 支 出 計 ⑸ 2,000,000 2,000,000 0

その他の活動資金収支差額⑹＝⑷－⑸ △ 1,000,000 △ 1,000,000 0

当期資金収支差額合計⑺＝⑶+⑹ 180,000 354,576 △ 174,576

前 期 末 支 払 資 金 残 高 ⑻ 7,927,838 7,927,838 0

当 期 末 支 払 資 金 残 高 ⑺ ＋ ⑻ 8,107,838 8,282,414 △ 174,576

資金収支計算書
（自）2025年４月１日　（至）2026年３月３１日

（単位：円）
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事業活動計算書
（自）2025年４月１日　（至）2026年３月３１日

（単位：円）
勘定科目 当年度決算A 前年度決算B 増減A－B

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
　
益

研 修 事 業 収 益 742,000 582,000 160,000
補 助 金 収 益 1,832,000 2,642,000 △ 810,000
経 常 経 費 寄 附 金 収 益 8,638,286 10,485,414 △ 1,847,128
サ ー ビ ス 活 動 収 益 計 ⑴ 11,212,286 13,709,414 △ 2,497,128

費
　
用

人 件 費 7,229,329 7,065,879 163,450
事 業 費 4,978,911 5,966,103 △ 987,192
事 務 費 1,234,036 1,084,413 149,623
減 価 償 却 費 540,636 531,016 9,620
サ ー ビ ス 活 動 費 用 計 ⑵ 13,982,912 14,647,411 △ 664,499

サービス活動増減差額⑶＝⑴－⑵ △ 2,770,626 △ 937,997 △ 1,832,629
サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
益

その他のサービス活動外収益 3,584,566 1,611,674 1,972,892
サービス活動外収益計⑷ 3,584,566 1,611,674 1,972,892

費
用

その他のサービス活動外費用 0 0 0
サービス活動外費用計⑸ 0 0 0

サービス活動外増減差額⑹＝⑷－⑸ 3,584,566 1,611,674 1,972,892
経 常 増 減 差 額 ⑺ ＝ ⑶ ＋ ⑹ 813,940 673,677 140,263

特
別
増
減
の
部

収
益

そ の 他 の 特 別 収 益 0 0 0
特 別 収 益 計 ⑻ 0 0 0

費
用

固定資産売却損・処分損 0 1 △ 1
そ の 他 の 特 別 損 失 0 0 0
特 別 費 用 計 ⑼ 0 1 △ 1

特 別 増 減 差 額 ⑽ ＝ ⑻ － ⑼ 0 △ 1 1
当 期 活 動 増 減 差 額 ⑾ ＝ ⑺ ＋ ⑽ 813,940 673,676 140,264
繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

前 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 ⑿ 7,179,838 7,506,162 △ 326,324
当期末繰越活動増減差額⒀＝⑾＋⑿ 7,993,778 8,179,838 △ 186,060
基 本 金 取 崩 額 ⒁ 0 0 0
そ の 他 の 積 立 金 取 崩 額 ⒂ 1,000,000 1,000,000 0
そ の 他 の 積 立 金 積 立 額 ⒃ 2,000,000 2,000,000 0
次期繰越活動増減差額⒄＝⒀＋⒁＋⒂－⒃ 6,993,778 7,179,838 △ 186,060
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貸 借 対 照 表
2026年３月３１日現在

（単位：円）
資　産　の　部
当年度末 前年度末 増　　減

流動資産 8,393,564 7,989,588 403,976
　現金預金 7,861,126 7,659,698
　立替金 2,140 3,930
　未収入金 308,450 264,560
　前払費用 221,848 61,400
固定資産 46,009,449 45,550,085 459,364
　基本財産 13,763,770 13,763,770 0
　　土　地 4,763,767 4,763,767
　　建　物 3 3
　　定期預金 9,000,000 9,000,000
　その他の固定資産 32,245,679 31,786,315 459,364
　　器具及び備品 471,279 1,011,915
　　電話加入権 174,400 174,400
　　財務調整積立預金 8,600,000 9,600,000
　　建設準備預金 23,000,000 21,000,000
資 産 の 部 合 計 54,403,013 53,539,673 863,340

負　債　の　部
当年度末 前年度末 増　　減

流動負債 111,150 61,750 49,400
　前受金 111,150 61,750
負 債 の 部 合 計 111,150 61,750 49,400

純 資 産 の 部
当年度末 前年度末 増　　減

基本金 15,698,085 15,698,085 0 
その他の積立金 31,600,000 30,600,000 1,000,000 
　財務調整積立金 8,600,000 9,600,000 
　建設準備金 23,000,000 21,000,000 
次期繰越活動増減差額 6,993,778 7,179,838 △ 186,060
（うち当期活動増減差額） (813,940) (673,676) （140,264） 
純 資 産 の 部 合 計 54,291,863 53,477,923 813,940 
負債及び純資産の部合計 54,403,013 53,539,673 863,340 
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財　産　目　録
2026年３月３１日現在

（単位：円）
資産・負債の内訳 金　　　額

Ⅰ資産の部
　１．流動資産
　　　現金・預金
　　　現金
　　　　現金手許有高 43,504
　　　普通預金
　　　　山形銀行城南支店 2,115,764
　　　　きらやか銀行山形城北支店 593,749
　　　　荘内銀行山形本店営業部 456,497
　　　　城西郵便局 4,542,218
　　　　城西郵便局振替口座 109,394
　　　立替金
　　　　源泉所得税超過税額 2,140
　　　未収金
　　　　山形県男性相談事業 308,450
　　　前払費用
　　　　庄内分室損害保険料 160,448
　　　　ボランティア活動保険料 35,000
　　　　ポケットWi-Fi（2026年度分） 26,400

流 動 資 産 合 計 8,393,564
　２．固定資産
　　⑴　基本財産
　　　　土地265.1㎡ 4,763,767
　　　　建物190.43㎡ 3
　　　　定期預金・山形銀行城南支店 6,000,000
　　　　定期預金・きらやか銀行山形城北支店 3,000,000
　　　基本財産合計 13,763,770
　　⑵　その他固定資産
　　　　器具及び備品 471,279
　　　　電話加入権 174,400
　　　　財務調整積立預金
　　　　（きらやか銀行城北支店） 6,000,000
　　　　（荘内銀行山形本店営業部） 2,600,000

　建設準備預金
　　　　（きらやか銀行山形城北支店） 13,000,000
　　　　（山形銀行城南支店） 7,000,000
　　　　（荘内銀行山形本店営業部） 3,000,000
　　　　その他の固定資産合計 32,245,679

固 定 資 産 合 計 46,009,449
資 産 合 計 54,403,013

Ⅱ　負債の部
　１．流動負債
　　　前受金（研修受講料等） 111,150

流 動 負 債 合 計 111,150
負 債 合 計 111,150
差 引 純 資 産 54,291,863
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監 査 報 告 書
� 2026年４月７日
社会福祉法人　山形いのちの電話
　　　理 事 長　長谷川 憲治　殿
� 監　事　　伊　藤　　吉　明　
� 監　事　　大　沼　　俊　彦　

　私たち監事は、社会福祉法人山形いのちの電話の２０２５年４月１日
から２０２６年３月３１日までの２０２５年度の理事の業務執行について監査
を行いました。その方法及び結果について、次の通り報告いたしま
す。

１　監査の方法及びその内容
　�　各監事は、理事及び職員等と意思疎通を図り、情報の収集及び
監査の環境の整備に努めるとともに、理事会その他重要な会議に
出席し、理事及び職員等からその職務の執行状況について報告を
受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業
務及び財産の状況を調査しました。以上の方法により、当該会計
年度に係る事業報告書及びその付属明細書について検討いたしま
した。
　�　さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該会
計年度に係る計算関係書類（計算書類及びその付属明細書）及び
財産目録について検討しました。

２　監査の結果
　⑴　事業報告書等の監査結果
　　①�　事業報告書及びその付属明細書は、法令及び定款に従い、

法人の状況を正しく示しているものと認めます。
　　②�　理事の職務の遂行に関する不正の行為又は法令若しくは定

款に違反する重大な事実は認められません。
　⑵　計算関係書類及び財産目録の監査結果
　　�　計算関係書類及び財産目録については、法人の財産、収支及
び純資産の増減の状況を全ての重要な点において適正に表示し
ているものと認めます。

� 以上
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